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７．拠点形成事業計画
大磯町における景観・観光資源の再生・利活用検討調査報告書

大磯港賑わい交流施設の計画77 777
事業計画概要7777777

計画地 中郡大磯町大磯 1398 − 6
用途地域 準工業地域
防火指定 準防火地域
高度地区 最高限第２種（建築物の高さ最高限度：15ｍ）
臨港地区 漁港区

建ぺい／容積率 ６０％／２００％
事業内容 漁港、加工直売、飲食、事務所
想定敷地面積 １２２０㎡／３６９．０５坪
建物延床面積 ２１８５．２６㎡／６６１．０４坪
建物構造 鉄筋コンクリート造３階建て（耐火構造）
事業主体 大磯町漁業協同組合
契約形態 一括賃貸借
契約期間 １５年

※事業スキームについては前述（7-1 参照）。
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賑わい交流施設のイメージ7777777
開発コンセプト

●水揚げ→加工→直売→飲食と6次産業を実現する施設
●魚屋へ販売する市場として、料飲食店・公共施設へ卸、一般消費者への直売を行う
●観光バスや小規模な会合やパーティーなどに対応する100 席以上の飲食施設
●観光利用だけではなく、町民が日常利用できる飲食施設
●漁師や町内飲食店の機会創出

■１F　直売＆加工施設

加工場との連動を配慮
①漁協事務所（16.5 坪）

②加工場＆直売所（105.5 坪）

水揚げ→加工→搬出 or 直売の流れに配慮し、水揚げ場と連蔵した配置

現丸大市場と同等の施設を用意することで300kg ／日の加工が可能

生さかなを直売するだけでなく、1次加工（おろし）、２次加工（総菜など）を組み合わせてロス率を徹底

的に少なくする

■２F　漁協直営レストラン（203 坪）

１F 加工場で1次処理された魚を使った漁協直営のレストラン

パーティー利用、観光バスに対応すべく100 席以上を用意。仕切りを用意し様々なパーティー形態に対応

可能にする。

ビールの醸造を行うことで、できたての生地ビールを提供。地ビール＆地魚と地産料理を最大限楽しめる。
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７．拠点形成事業計画
大磯町における景観・観光資源の再生・利活用検討調査報告書

■３F 大磯フードコート（203 坪）

「町民が日常利用できる」をコンセプトにした漁業従事者、町内商業者による専門店のフードコート。食材

を１F加工施設から供給する。

色々なところから一皿ずつ購入できるので、安価に様々な料理を楽しむことができる。

■屋上 ビアガーデン（203 坪）

３Fフードコート利用者が利用可能。自ら料理を持ち運び、景色を楽しみながら飲食をすることができる。

夏場はビアガーデンとして機能。
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事業計画7777777

創業費用

１ 建物主体工事 400,000,000 円

２ 空調設備工事 35,500,000 円

３ 解体工事 15,500,000 円

４ 地盤改良工事 25,000,000 円

５ 開発申請費 4,500,000 円

６ 設計費（申請費別途） 18,000,000 円

７ 消費税　８％ 39,880,000 円

８ 小計① 538,380,000 円

諸費用

１ 水道利用加入金 1,700,000 円

２ 火災保険　5年一括払い 2,500,000 円

３ 登記費用 1,700,000 円

４ 銀行関係　期中利息・手数料 3,000,000 円

５ 不動産取得税 21,000,000 円

６ 開業時必要資金 10,000,000 円

６ 小計② 39,900,000 円

７ 事業費合計（①＋②） 578,280,000 円

資金調達計画

１ 出資金 30,000,000 円

２ 借入　 548,280,000 円

３ 借入利息　３％ 16,448,400 円

10 年返済　金利 3％	 月額返済額	 5,294,233 円

	 一括賃貸料（月額）	 5,500,000 円

5,500,000 円（月額賃料）− 5,294,233 円（月額返済）＝	 205,767 円（月収支額） 
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７．拠点形成事業計画
大磯町における景観・観光資源の再生・利活用検討調査報告書

（１）投下資金計画

（２）資金調達及び返済計画
資金調達計画

返済計画

（３）減価償却費開業費償却計画
減価償却の対象

減価償却の実施計画
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（４）要員及び人件費計画（単位：千円）

（５）シミュレーション（単位：千円）

1F 加工＆直売所

２F レストラン

3F



 - 147 -

７．拠点形成事業計画
大磯町における景観・観光資源の再生・利活用検討調査報告書

（６）利益計画
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事業手法7777777
・�大磯漁協を中心に特定目的会社をつくり、都市再生特別措置法第 71条に基づいて、民間都市機構用出資を

仰ぎ、初期投資負担の軽減を図る。

事例）ひみ番屋街・総湯整備事業（富山県氷見市） http://himi-banya.jp/

写真：ＭＩＮＴＯ機構機関紙「MINTO Vol.40」より

・�氷見市の市有地を活用して、氷見の豊かな食を提供する物販・飲食施設「ひみ番屋街」と、海越しに立山連

峰を望む温浴施設である氷見温泉郷「総湯」の複合施設を整備。

・�氷見市の官民が一体となって推進された事業であり、MINTO 機構の出資制度を活用し、事業立ち上げの支援

が行われた。

・�氷見の食を前面に出した飲食・物販テナントを中心とした食文化交流発信施設に温泉を付加した施設を整備し

て集客力を強化するプロジェクト。

・�中心市街地をはじめ市内各地に点在する観光資源との有機的な連携を図ることにより、300 万人交流の実現を

図り市全体の活性化を図る「300 万人交流推進プロジェクト」（第 8次氷見市総合計画重点プロジェクトの一つ）

に位置付けられている。

・�氷見市では、能越自動車道氷見インターチェンジの供用開始（平成19年）や東海北陸自動車道全通（平成20年）

など中京圏からのアクセス性向上、平成 26年度に予定されている北陸新幹線長野～金沢間の開業による首都

圏からのアクセス性向上などのを背景に、交流人口のさらなる拡大を目指している。
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７．拠点形成事業計画
大磯町における景観・観光資源の再生・利活用検討調査報告書

・農水省の（株）農林漁業成長産業化支援機構からの出資や都市農村強制・対流総合対策交付金を受けること

なども考えられる。

都市農村強制・対流

総合対策交付金

農林漁業成長化ファンド

による資金の流れ





景観形成誘導事業888
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小淘綾海岸松林景観形成重点地区の土地利用・景観形成誘導策88 888
地区の現状と対応方針8888888

・�邸園文化交流園ゾーンの拠点地区の１つ旧滄浪閣周辺地区を含む、小淘綾海岸松林景観形成重点地区

の邸園を保全活用した土地利用、景観形成を進めるために、都市計画による誘導を図る必要がある。

・都市計画による誘導手法として、風致地区、特別緑地保全地区、特別用途地区の指定を行う。

海岸線の松林や緑豊かな邸宅地の減少

大規模敷地での土地利用転換が進む
（マンション・戸建住宅地開発）

低利用・未利用のため
歴史的建造物・邸園の取壊しの恐れ

特別用途地区の指定
・�邸園の保全を図るため、一定の活用がで

きるようにする。

特別緑地保全地区の指定
・地区指定により海岸線の松林を保全する。

・必要に応じて、公有化を図る。

風致地区の指定
・建築物の建築他、一定行為の制限。

・�壁面後退による建づまり感の抑制と、建ぺ

い率を現況の50％を40％に強化し、オー

プンスペースの確保による風致の維持を

図る。

地区の現状・課題 対応方針

第一種住居地域
（第 2種高度地区）

（第 2種高度地区）

（第 1種高度地区）

第一種低層住居専用地域 近隣商業地域

第一種中高層住居専用地域

風致地区・特別用途地区（指定予定）

特別緑地保全地区（指定予定）

緑地

歴史的
建造物等

大磯こゆるぎ緑地 稲荷松林緑地
こゆるぎ緑地
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８．景観形成誘導事業
大磯町における景観・観光資源の再生・利活用検討調査報告書

環境保全の担保性に関する課題8888888
・�現在、新規に制度の適用が検討されているのは第 1種低層住居専用地域部分のみであり、本来一体的に

環境保全が行われていくべき国道１号の松並木部分及びその沿道地区海側（第 1種住居地域部分）に

ついては現状の制度のままとなる。

・�また制度が適用される部分においても自然環境の保全に対しては規制の強化を伴うが、歴史的建造物に

ついては活用を促す緩和を行うのみで、マンション等の集合住宅への土地利用転換は規制されない。

・�このように歴史的建造物等の「活用」を進行させることで環境保全を担保する制度となっており、制度自

体は歴史的建造物の活用を促進するものとなっていないことから、十分に環境保全が担保されないことが

課題として考えられる。

・�ただし、「大磯町新たな観光の核づくり基本計画」と共に、都市計画制度においても対応が図られている

ことは、町の小淘綾海岸松林地区における将来の方向性を示すことができているともいえる。今後、本業

務を含め、「活用」を促進する具体的対応策を早急に構築していくことが必要とされる。

想定される課題
・歴史的建造物の減失

・�自然・歴史環境の保全、景観上の配慮等に対する十分なマネジメントなしに行われる土地利用転換（歴

史的建造物等の敷地の集合住宅等への転換）

・地区環境の悪化につながる予期しない様々な用途の建物の出現

・歴史的建造物活用に関して環境保全に関する協議や持続的な協力の困難な事業者の進出　

対応の方向性
・土地利用及び歴史的建造物、歴史的景観の保全に対する効果的な誘導

・景観協定

・景観地区

・地区計画

・�次頁以降において、課題を整理し、最も環境保全の担保性の高い、地区計画について検討した。今後、

歴史的建造物等の活用を進行させる共に、将来的にこうした環境保全の担保性の高い制度を適用するこ

とで、自然・歴史環境を保全を強く進める地区として、将来の方針を示していくことが求められる。

断面3

２５ｍ
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断面概略図 縮尺：1/2000（※高さ2倍）

第一種住居地域
（第２種高度地区）

従前制度から変更なし

第一種低層住居専用地域

風致地区
特別用途地区

特別緑地保全地区
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風致地区の指定8888888
・�風致地区は、都市の自然美を維持保全する制度であり、建築物の規模の制限、オープンスペースやゆと

りある敷地の確保により緑豊かな市街地環境を維持保全する。

（１）指定方針
・�小淘綾海岸松林地区の自然的景観が良好に維持された緑豊かな大磯らしい環境の維持・保全を図るため大

規模敷地（別荘群等）が残る池田成彬邸から鴫立庵までの第一種低層住居専用地域に、風致地区を指定する。

（２）指定による制限

（３）指定の効果
・�既存の規制（用途地域等）に加え、新たに（仮称）大磯町風致地区条例において、建築物の建築時な

どの許可基準が定められ、ゆとりある緑に包まれた良好な市街地が創出される。

（４）課題
・�国道 1号沿道から邸園にかけて（第 1種住居地域部分）の風致の一体性、ゆとりある緑地空間の喪失

が危惧されるなど、国道 1号側との緩衝帯となっている緑地の保全が課題となる。

建築物の高さ 建ぺい率
壁面後退

緑地率
道路側 道路以外

第 3種風致地区
（大磯町風致地区条例） 10m以下 40％以下 1.5m以上 1.0m以上 500㎡未満 10％以上

500㎡以上 20％以上
第 1種低層住居
専用地域
（用途地域）
小淘綾海岸松林景観
形成重点地区
（景観計画）

10m以下 50％以下 1.5m以上 0.7m以上 －

第 1種住居地域
（用途地域）

（第2種高度地区）
小淘綾海岸松林景観
形成重点地区
（景観計画）

15m以下 60％以下 1.5m以上 0.7m以上 －

第１種低層住居専用地域
＋

第３種風致地区

風致地区指定検討範囲 特別緑地保全地区検討範囲

緑地

歴史的
建造物等

大磯こゆるぎ緑地
こゆるぎ緑地

稲荷松緑地　

課題となるエリア
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８．景観形成誘導事業
大磯町における景観・観光資源の再生・利活用検討調査報告書

特別緑地保全地区の指定8888888
・�特別緑地保全地区とは、都市において、良好な自然環境を有する緑地について、建築物の建築等の行為

を厳しく制限することにより、現状凍結的に保全し、緑を将来的に継承する制度である。

（１）指定方針
・�小淘綾海岸松林地区の優れた風致景観を保全するとともに、地域住民の健全な生活環境を保全するため、

海岸線に残る一団の黒松林（幅 20m程度）に、特別緑地保全地区を指定する。

（２）指定による制限
・�特別緑地保全地区に指定されると、通常の維持管理以外の建築物の建築等は、許可が必要となる。現状

凍結的な強い制限のため、緑地の保全上支障がある行為は、原則許可されない。

（３）指定によるメリット
固定資産税が最大で半分になるなど税制上の優遇措置を受けることができ、土地の所有コストが軽減され

る。また、現状凍結的な強い制限により土地の利用に著しい支障をきたす場合に、土地所有者は土地の買

入れを申し出ることができ、大磯町は土地を買取ることになる。

（４）課題
・�旧滄浪閣前の駐車場部分ついてはくろまつ林の復元を図り特別緑地保全地区に指定することで、緑地の

連続をつくり出すことが必要と考えられる。

風致地区指定検討範囲特別緑地保全地区追加検討範囲（案）

大磯こゆるぎ緑地 こゆるぎ緑地稲荷松緑地　

くろまつ林の復元を図る

課題となるエリア

特別緑地保全地区検討範囲

緑地

歴史的
建造物等
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大磯こゆるぎ緑地
こゆるぎ緑地

稲荷松緑地　

特別用途地区の指定8888888
・�特別用途地区とは、地区の特性に相応しい土地利用の増進、環境の保護を行うために、用途地域の用途

制限を補完する制度であり、条例により用途制限を「緩和」・「強化」することができる。

（１）指定方針
・�小淘綾海岸松林地区の歴史的建造物である別荘群等を、歴史的・文化的資産として保全するとともに、

観光資源として活用していくため、風致地区の指定区域と同様に、大規模敷地（別荘群等）が残る池田成

彬邸から鴫立庵までの第一種低層住居専用地域及び第一種住居地域の一部に特別用途地区を指定する。

・�特別用途地区の指定と合わせて、（仮称）大磯町特別用途地区建築条例を定め、第一種低層住居専用地

域の用途制限の緩和及び、第一種住居地域の用途の制限の強化を行い、歴史的建造物等の保全を前提

とした活用を図る。

・�周辺環境の著しい影響がなく、観光の推進に資するなど、一定の条件を満たす歴史的建造物に限って、

町長の許可を得て飲食店や交流館などとして、利用できるよう、用途地域の制限を緩和する。

（２）指定による制限（案）
・緩和

店舗等

ホテル・旅館
延べ面積 3,000㎡以下

階数 2階以下

建築物の高さ 10m以下

（３）指定の効果
・活用が図れないことから取壊しが進んでいる歴史的建造物等について、保全を前提とした活用を図ること

で、新たな観光の核づくり（邸園文化交流園）の推進のみならず、大磯らしい町並み景観を保全・継承し、

まちの個性や魅力を生み出し、地域の活性化を図ることができる。

（４）課題
・�景観を阻害する規模の建物の立地や、「大磯町新たな観光の核づくり」の方針に合致しない用途の建物

立地などが危惧される。

・�将来的には地区計画等と一体的に運用するなど、地区の方針を明確に示し、十分な用途の誘導、歴史的

建造物等の活用促進を図る必要がある。

特別用途地区検討範囲 特別緑地保全地区検討範囲

緑地

歴史的
建造物等

特別用途地区指定

課題となるエリア
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８．景観形成誘導事業
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特別用途地区による用途制限緩和
第一種低層住居専用地域 第一種住居地域 備考

住宅、共同住宅、寄宿舎、下宿

兼用住宅で、非住宅部分の床面積が、50㎡以下かつ建築物の延べ面積の2分の1未満のもの 非住宅部分の用途制限あり

店
舗
等

店舗等の床面積が、150㎡以下のもの ▲
▲ �2 階以下の日用品販売店舗、
喫茶店、理髪店及び建具屋等
のサービス業用店舗、及び、
物品販売店舗、飲食店、2階
以下の損保代理店・銀行の支
店・宅地建物取引業等のサー
ビス業用店舗のみ。

店舗等の床面積が、150㎡を超え、500㎡以下のもの ▲

店舗等の床面積が、500㎡を超え、1,500㎡以下のもの ▲

店舗等の床面積が、1,500㎡を超え、3,000㎡以下のもの ▲

店舗等の床面積が、3,000㎡を超えるもの

事
務
所
等

事務所等の床面積が、150㎡以下のもの ▲

▲ 2階以下

事務所等の床面積が、150㎡を超え、500㎡以下のもの ▲

事務所等の床面積が、500㎡を超え、1,500㎡以下のもの ▲

事務所等の床面積が、1,500㎡を超え、3,000㎡以下のもの ▲

事務所等の床面積が、3,000㎡を超えるもの

ホテル、旅館 ▲ ○ ○▲ 3,000㎡以下

遊
戯
施
設
・
風
俗
施
設

ボーリング場、スケート場、水泳場、ゴルフ練習場、バッティング練習場等

カラオケボックス等

麻雀屋、パチンコ屋、射的場、馬券・車券販売所等

劇場、映画館、演芸場、観覧場

キャバレー、ダンスホール等、個室付浴場等

公
共
施
設
・
病
院
・
学
校
等

幼稚園、小学校、中学校、高等学校

大学、高等専門学校、専修学校等

図書館等

巡査派出所、一定規模以下の郵便局等

神社、寺院、教会等

病院

公衆浴場、診療所、保育所等

老人ホーム、身体障碍者福祉ホーム等

老人福祉センター、児童厚生施設等 ○ ○ 600㎡以下

自動車教習所

工
場
・
倉
庫
等

単独車庫（付属車庫を除く）

建築物付属自動車車庫 ① ② ① 600㎡以下 1階以下
② 2階以下※�一団地の敷地内について別に制限あり

倉庫業倉庫

畜舎（15㎡を超えるもの）

パン屋、米屋、豆腐屋、菓子屋、洋服店、畳屋、建具屋、自転
車店等で作業場の床面積が 50㎡以下

危険性や環境を悪化させるおそれが非常に少ない工場

危険性や環境を悪化させるおそれが少ない工場

危険性や環境を悪化させるおそれがやや多い工場

危険性が大きいか又は著しく環境を悪化させるおそれがある工場

自動車修理工場

火薬、石油類、ガスなどの危険
物の貯蔵・処理の量

量が非常に少ない施設

量が少ない施設

量がやや多い施設

量が多い施設

卸売市場、火葬場、と畜場、汚物処理場、ごみ焼却場等 都市計画区域内においては都市計画決定が必要

凡
例

建築基準法による制限
 建てられる用途／  建てられない用途／○ , ① , ② 面積、階数等の制限あり／

特別用途地区による用途制限の緩和および地区計画による制限

▲ 特別用途地区による用途制限の緩和
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地区計画の指定（骨子案）
名称：大磯こゆるぎ海岸旧別荘地区
区域の整備・開発及び保全の方針

地区計画の目標

本地区は旧東海道の松並木、明治以来の大規模別荘地景観、海浜部の砂防林により構成され
る大磯ならではの歴史的景観を残す地区である。
本地区計画は自然環境と歴史的景観を維持するとともに、緑豊かな低層の街並み、歴史資産の
継承を図りつつ、個性ある文化の発信と魅力あるまちづくりを推進することを目標とする。

土地利用の方針
1. 明治以来の歴史的建造物等の保全と活用、風格ある街並みの形成を図る。
2.�低層の文化レクリエーション集会施設、飲食宿泊施設、学校等の施設の立地を図る。
3. 旧東海道松並木や海浜部の松林と調和した、ゆとりある敷地空間を形成する。

建築物等の整備方針

明治以来の歴史文化を伝える別荘地区としての環境や景観を保全・継承するために、建築物
の用途の制限、建築物の敷地面積の最低限度、建蔽率・容積率の最高限度、建築物等の高
さの最高限度、及び建築物等の形態意匠の制限について地区整備計画を定め、次のような建
築物を誘導する。
1. 敷地の分割は原則として行わず、ゆとりある敷地空間を維持する。
2.�建築物の配置は低密度とし、規模は旧別荘の建物との調和に配慮し、大規模なものは避け
ると共に、建物の分節化を図る。
3. 建物等の高さは旧別荘の建物との調和に配慮し、低層の街並みの形成を図る。
4.�建築物の外観及び色彩は周辺の自然環境と調和するものとする。
5. 建築設備は敷地外からの視界に配慮した位置及び色彩とする。
6. 屋外広告物は極力設けないよう務める。
7. 駐車場及び駐輪場は極力敷地外から内部が見えないように配慮する。
8. 歴史的建造物は保全する。

緑化の方針
大磯の風土の維持と歴史的景観の形成、環境の向上に向けて、敷地内の積極的な緑化と緑の
保全を図る。

地区整備計画

建築物の用途の制限

次の各号に掲げる建築物以外は建築してはならない。
1.3000㎡以下・2階建て以下の住居、集合住宅、店舗等、事務所等
2. 学校、図書館その他これらに類するもの
3. 神社、寺院、教会その他これらに類するもの
4.�老人ホーム、保育所、身体障害者福祉ホーム、老人福祉センター、児童厚生施設その他
これらに類するもの
5. 病院、診療所
6. 公衆便所、巡査派出所等令第 130 条の 4に規定する公益上必要な建築物
7. 前各号の建築物に付属するもの

建築物の敷地面積の最低限度
5000㎡以上とする。但し、次のいずれかに該当する土地についてはこの限りでない。
1. 公衆便所、巡査派出所その他これらに類する公益上必要な建築物の敷地
2. 図書館、診療所その他これらに類する居住者の共同の利便に供する建築物の敷地

建蔽率・容積率の最高限度

建蔽率 20％、容積率 40％以下とする。但し、次のいずれかに該当する土地については建蔽
率 40％、容積率 80％以下とする。
1. 公衆便所、巡査派出所その他これらに類する公益上必要な建築物の敷地
2. 図書館、診療所その他これらに類する居住者の共同の利便に供する建築物の敷地
3. 既存の集合住宅

建築物等の壁面の位置の制限 敷地境界から５ｍ以上後退すること。

建築物等の高さの最高限度
建築物の高さは 10mを超えてはならない。建築物の屋上構造物を含む。但し、指定する歴
史的建造物また、既存の集合住宅については現状の高さ以下とする。

建築物等の形態・意匠の制限

1. 建築物の屋根及び外壁の色彩または装飾は、周囲の景観と調和したものとする。
2. 屋外に設ける建築設備は、周囲と調和するよう位置、設置方法、色彩、騒音等に配慮する。
3.�屋外広告物は極力設けない。止むを得ず設ける場合は周囲と調和するよう位置、大きさ、
設置方法、素材、色彩等に配慮したものとする。屋上広告物または独立した屋外広告物は
禁止する。動光サイン、映像サインは禁止する。
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特別用途地区による用途緩和に加え地区計画を策定した場合の用途制限
第一種低層住居専用地域 第一種住居地域 備考

住宅、共同住宅、寄宿舎、下宿

兼用住宅で、非住宅部分の床面積が、50㎡以下かつ建築物の延べ面積の2分の1未満のもの 非住宅部分の用途制限あり

店
舗
等

店舗等の床面積が、150㎡以下のもの ▲
▲ �2 階以下の日用品販売店舗、
喫茶店、理髪店及び建具屋等
のサービス業用店舗、及び、
物品販売店舗、飲食店、2階
以下の損保代理店・銀行の支
店・宅地建物取引業等のサー
ビス業用店舗のみ。

店舗等の床面積が、150㎡を超え、500㎡以下のもの ▲

店舗等の床面積が、500㎡を超え、1,500㎡以下のもの ▲

店舗等の床面積が、1,500㎡を超え、3,000㎡以下のもの ▲

店舗等の床面積が、3,000㎡を超えるもの

事
務
所
等

事務所等の床面積が、150㎡以下のもの ▲

▲ 2階以下

事務所等の床面積が、150㎡を超え、500㎡以下のもの ▲

事務所等の床面積が、500㎡を超え、1,500㎡以下のもの ▲

事務所等の床面積が、1,500㎡を超え、3,000㎡以下のもの ▲

事務所等の床面積が、3,000㎡を超えるもの

ホテル、旅館 ▲ ○ ○▲ 3,000㎡以下

遊
戯
施
設
・
風
俗
施
設

ボーリング場、スケート場、水泳場、ゴルフ練習場、バッティング練習場等 ■

カラオケボックス等

麻雀屋、パチンコ屋、射的場、馬券・車券販売所等

劇場、映画館、演芸場、観覧場

キャバレー、ダンスホール等、個室付浴場等

公
共
施
設
・
病
院
・
学
校
等

幼稚園、小学校、中学校、高等学校

大学、高等専門学校、専修学校等

図書館等

巡査派出所、一定規模以下の郵便局等

神社、寺院、教会等

病院

公衆浴場、診療所、保育所等

老人ホーム、身体障碍者福祉ホーム等

老人福祉センター、児童厚生施設等 ○ ○ 600㎡以下

自動車教習所 ■

工
場
・
倉
庫
等

単独車庫（付属車庫を除く） ■

建築物付属自動車車庫 ① ② ① 600㎡以下 1階以下
② 2階以下※�一団地の敷地内について別に制限あり

倉庫業倉庫

畜舎（15㎡を超えるもの） ■

パン屋、米屋、豆腐屋、菓子屋、洋服店、畳屋、建具屋、自転
車店等で作業場の床面積が 50㎡以下

危険性や環境を悪化させるおそれが非常に少ない工場 ■

危険性や環境を悪化させるおそれが少ない工場

危険性や環境を悪化させるおそれがやや多い工場

危険性が大きいか又は著しく環境を悪化させるおそれがある工場

自動車修理工場 ■

火薬、石油類、ガスなどの危険
物の貯蔵・処理の量

量が非常に少ない施設 ■

量が少ない施設

量がやや多い施設

量が多い施設

卸売市場、火葬場、と畜場、汚物処理場、ごみ焼却場等 都市計画区域内においては都市計画決定が必要

凡
例

建築基準法による制限
 建てられる用途／  建てられない用途／○ , ① , ② 面積、階数等の制限あり

特別用途地区による用途制限の緩和および地区計画による制限

▲ 特別用途地区による用途制限の緩和／■ 地区計画による用途制限
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景観重要公共施設・景観重要建造物・景観重要樹木の指定88 888
指定の考え方　相模湾沿岸地域における先行事例を踏まえて8888888

・�景観重要建造物、景観重要樹木、景観重要公共施設は景観形成上の施策としても重要である一方、観光

資源として散策を趣味とする人の探訪ツアーの目標にもなっている。

景観重要公共施設8888888
・�大磯町景観・観光資源再生・利活用計画の拠点ゾーンにある公共施設を景観重要公共施設に指定し、

公共空間の景観向上を図っていく。

・候補としては次のようなものが考えられる。

国道 1号、旧東海道松並木（大磯）、大磯海岸ベルト（新湘南国道、湘南海岸公園、こゆるぎの浜、新湘

南国道沿いの砂防林、大磯港）

・相模湾沿岸地域の景観重要公共施設は次の通りである。

三浦市　　三崎漁港、初声漁港、毘沙門漁港、間口漁港、金田漁港（いずれも案段階）　　　

逗子市　　�逗子海岸及び周辺道路 3本（国道 134 号他）、逗子駅周辺の商店街路 6本、田越川・

池子川

鎌倉市　　�海浜ベルト（国道 134 号、鎌倉海岸、鎌倉海浜公園、腰越漁港）、若宮大路ベルト（県

道 21号）、北鎌倉ベルト（県道 21号、県道 302 号）、柏尾川

藤沢市　　�湘南海岸周辺（国道 134 号、藤沢海岸、湘南海岸公園、片瀬漁港）、江の島（湘南港、

湘南港臨港道路、県道 305 号、市道片瀬 334 号、市道片瀬 358 号）

茅ケ崎市　なぎさベルト（国道 134 号、茅ヶ崎海岸、茅ヶ崎漁港）

小田原市　小田原駅周辺・小田原城周辺の道路、国道 1号

真鶴町　　道路、漁港

大船

鎌倉

逗子

藤沢
辻堂

茅ヶ崎
平塚

大磯

二宮

大磯丘陵

赤羽根丘陵

鷹取山

六国見山

天台山

大楠山

二子山

高麗山

鎌倉丘陵

照ヶ崎

湘南海岸公園

平塚

国府津別荘地

江ノ島

鎌倉山

桜山

稲村ヶ崎

逗子

鵠沼地区

西小磯
二宮 大磯地区

小淘綾海岸

茅ヶ崎東海岸

旧鎌倉地区

横須賀市横須賀市

逗子市鎌倉市藤沢市茅ヶ崎市
・国道134号
・茅ヶ崎海岸
・茅ヶ崎漁港

※神奈川県景観づくり基本方針において設定された景観軸

・国道134号
・湘南海岸公園
・藤沢海岸
・片瀬漁港
・湘南港
・湘南臨港道路
・県道305号（江ノ島）
他

・国道134号
・若宮大路（県道21号）
・鎌倉海浜公園
・柏尾川
・腰越漁港
・海岸
他

・国道134号
・逗子海岸
・逗子駅周辺の商店街路
・田越川・池子川
他
（平成26年4月より
景観形成基準施行予定）

平塚市大磯町

指定済み・指定予定

凡例

未指定

湘南景観域なぎさ軸※における景観重要公共施設の指定状況
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